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要
旨 

 
『
心
の
花
』
の
歌
人
片
山
廣
子
の
、
内
面
を
凝
視
し
た
今
も
色
褪
せ
な
い
感
性
を
持
つ
短
歌
は
、
短

歌
史
の
中
で
の
検
証
が
少
な
い
た
め
に
、
十
分
に
評
価
を
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
論
文
は
、
新
派
の

発
生
か
ら
自
然
主
義
を
経
て
戦
後
短
歌
に
至
る
歌
壇
の
潮
流
の
中
で
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
や
前
田
夕
暮
な
ど

同
時
代
の
歌
人
と
対
比
し
、「
わ
れ
」
を
詠
む
片
山
廣
子
短
歌
の
独
自
性
の
究
明
を
目
的
と
し
て
、
廣
子

短
歌
の
全
貌
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
芥
川
龍
之
介
に
「
才
力
の
上
に
も
格
闘
出
来
る
女
」
と
敬
慕
さ
れ
、
芥
川
の
最
後
の
恋
人
「
越

び
と
」
と
し
て
関
心
を
集
め
た
。
片
山
廣
子
は
、
当
時
の
封
建
的
社
会
制
度
の
中
で
煩
悶
し
な
が
ら
も
、

歌
人
と
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
翻
訳
家
と
し
て
活
躍
を
す
る
。
近
年
、
そ
の
清
廉
な
生
き
方
と
深
み

の
あ
る
短
歌
や
随
筆
が
注
目
さ
れ
、
古
谷
智
子
『
片
山
廣
子
ー
思
ひ
い
づ
れ
ば
胸
も
ゆ
る
か
な
』（
本
阿

弥
書
店 

二
〇
一
八
年
）
の
評
伝
に
も
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
短
歌
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文

学
を
巡
っ
て
の
片
山
廣
子
と
芥
川
と
の
交
流
や
、
互
い
の
受
容
と
い
う
点
を
深
く
追
及
し
、
こ
れ
ら
が

廣
子
短
歌
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
た
。 

更
に
、
翻
訳
か
ら
短
歌
作
品
へ
の
反
映
を
考
察
し
た
。
廣
子
は
素
朴
で
人
間
味
溢
れ
る
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
文
学
の
翻
訳
で
、
森
鷗
外
や
上
田
敏
ら
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、
浪
漫
的
で
思
索
的
だ
っ
た
第
一
歌

集
『
翡
翠
』
の
歌
風
は
、
平
明
な
生
活
詠
の
歌
風
へ
と
変
容
す
る
。
西
洋
的
な
視
点
と
、
佐
佐
木
信
綱

の
指
導
を
受
け
た
万
葉
集
の
素
養
と
豊
か
な
表
現
に
依
り
、
晩
年
の
歌
集
『
野
に
住
み
て
』
は
新
境
地

を
拓
く
。
翻
訳
に
つ
い
て
は
原
文
や
再
翻
訳
、
他
者
の
翻
訳
と
の
対
比
か
ら
変
化
の
過
程
を
確
認
し
、

中
断
し
た
と
言
わ
れ
た
時
期
の
シ
ン
グ
作
品
の
再
翻
訳
や
雑
誌
掲
載
の
新
た
な
翻
訳
の
発
見
が
あ
っ
た
。 

研
究
に
際
し
、
廣
子
の
歌
集
・
随
筆
・
翻
訳
・
小
説
・
書
簡
及
び
、
廣
子
に
言
及
し
た
周
辺
資
料
を

調
査
分
析
し
た
。
富
山
市
高
志
の
国
文
学
館
所
蔵
「
芥
川
龍
之
介
宛
片
山
廣
子
書
簡
」
」
、
鈴
鹿
市
佐
佐

木
信
綱
記
念
館
所
蔵
「
佐
佐
木
信
綱
宛
片
山
廣
子
書
簡
」、
東
洋
英
和
女
学
院
所
蔵
「
片
山
廣
子
氏
寄
贈

本
」
等
、
貴
重
な
資
料
を
現
地
に
て
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
許
可
を
得
て
本
論
文
の
作
成
と
な
っ
た
。 

本
論
文
十
章
の
考
察
を
通
し
て
、『
翡
翠
』
か
ら
『
野
に
住
み
て
』
へ
、
二
冊
の
歌
集
の
大
き
な
変
化

が
指
摘
で
き
る
。
⑴
生
活
者
と
し
て
の
体
験
か
ら
の
人
間
的
成
長 

⑵
翻
訳
家
と
し
て
身
に
付
け
た
伝

わ
り
や
す
い
表
現 

⑶
現
実
的
な
生
き
た
言
葉
の
世
界
か
ら
即
興
詩
を
つ
く
り
出
す
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

民
謡
か
ら
の
影
響 

⑷
生
き
方
を
模
索
す
る
幅
広
い
読
書
姿
勢
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、〈
我
が
世
に
も
つ
く

づ
く
あ
き
ぬ
海
賊
の
船
な
ど
来
た
れ
胸
さ
わ
が
し
に
〉（『
翡
翠
』
）
の
、
「
わ
れ
」
を
詠
む
夢
想
的
な
歌

は
、〈
一
つ
の
夢
み
た
さ
れ
て
眠
る
人
の
如
く
け
ふ
の
入
日
の
し
づ
か
な
る
色
〉（『
野
に
住
み
て
』）
の
、

晩
年
の
「
老
境
の
文
学
」
と
も
い
え
る
、
象
徴
性
を
含
ん
だ
平
明
な
生
活
詠
に
変
化
し
て
ゆ
く
。 

片
山
廣
子
短
歌
は
、
旧
派
和
歌
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
明
治
時
代
に
始
ま
り
、
戦
後
短
歌
に
至
る
。
同

時
代
の
文
学
者
や
歌
人
達
と
の
交
流
の
中
で
様
々
な
も
の
を
取
り
入
れ
、
激
動
の
時
代
と
共
に
変
化
を

遂
げ
て
行
っ
た
が
、
一
貫
し
て
、
片
山
廣
子
短
歌
の
独
自
性
は
、
深
い
精
神
性
を
湛
え
た
「
わ
れ
」
を

詠
む
短
歌
で
あ
っ
た
。
時
を
重
ね
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
翻
訳
家
（
筆
名
、
松
村
み
ね
子
）
と
し
て

の
近
代
日
本
を
先
駆
け
た
仕
事
や
、
文
学
的
伴
侶
の
芥
川
が
名
付
け
た
「
越
び
と
」
と
し
て
の
矜
持
が
、

「
わ
れ
」
の
歌
の
厚
み
を
増
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。 



3 

 

＊
『
片
山
廣
子
短
歌
研
究 

芥
川
龍
之
介
と
の
「
う
た
」
の
道
行
』（
角
川
書
店 

二
〇
一
九
・
九
）
を
刊

行
。
こ
れ
と
は
別
に
、
本
論
文
は
、
第
六
章
に
新
資
料
を
研
究
し
た
付
論
「
村
岡
花
子
宛
片
山
廣
子
書

簡
（
東
洋
英
和
女
学
院
所
蔵
）
か
ら
の
考
察
」
を
加
え
、
全
体
的
に
標
題
、
論
考
、
表
現
を
改
め
た
。 

 

第
一
章
「
片
山
廣
子
の
短
歌
と
芥
川
龍
之
介 

芥
川
へ
の
書
簡
と
歌
稿
に
込
め
た
再
生
へ
の
祈
り
」
で

は
、
富
山
市
高
志
の
国
文
学
館
所
蔵
「
芥
川
龍
之
介
宛
片
山
廣
子
書
簡
」
の
、
書
簡
十
四
通
と
歌
稿
「
追

分
の
み
ち
」
に
於
け
る
、
廣
子
の
心
情
と
短
歌
作
品
へ
の
反
映
を
分
析
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の

翻
訳
に
情
熱
を
傾
け
る
こ
と
が
、
こ
う
あ
り
た
い
と
願
う
自
身
の
内
面
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
よ

う
に
、「
み
づ
か
ら
の
た
め
に
し
も
生
く
る
」
思
い
が
、
芥
川
へ
も
向
か
っ
た
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
短

歌
は
新
境
地
を
見
出
し
て
ゆ
く
。
芥
川
へ
の
こ
れ
ら
の
書
簡
・
短
歌
か
ら
は
、
廣
子
が
芥
川
に
、
自
ら

の
再
生
へ
の
祈
り
を
込
め
た
思
い
が
判
断
で
き
た
。 

第
二
章
「
大
伴
家
持
を
詠
む
片
山
廣
子
短
歌
の
考
察 

芥
川
龍
之
介
宛
書
簡
の
短
歌
か
ら
繋
が
る
歌
心
」

に
お
い
て
は
、
廣
子
短
歌
に
於
け
る
万
葉
集
受
容
を
探
究
し
た
。
佐
佐
木
信
綱
の
指
導
を
受
け
、
万
葉

集
の
表
現
を
身
に
付
け
、
晩
年
の
歌
集
『
野
に
住
み
て
』
に
実
を
結
ぶ
。
「
ひ
ば
り
の
歌
」
（
『
心
の
花
』

昭
和
二
十
二
年
六
月
）
十
二
首
の
短
歌
は
、
大
伴
家
持
の
歌
を
読
み
、
自
ら
も
詠
ん
だ
連
作
で
あ
る
。

大
伴
家
持
の
歌
か
ら
は
繊
細
な
「
物
は
か
な
い
気
持
」
を
我
が
も
の
と
し
、「
ひ
ば
り
の
歌
」
に
は
自
身

の
人
生
を
重
ね
て
詠
ん
だ
こ
と
が
、「
わ
れ
」
を
表
象
す
る
近
代
短
歌
と
し
て
評
価
で
き
る
。
更
に
、
虚

無
的
な
気
質
と
多
く
の
死
別
を
経
験
し
た
廣
子
の
孤
独
と
憂
鬱
や
、
芥
川
宛
書
簡
の
短
歌
と
重
な
る
陰

影
を
持
つ
歌
心
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

第
三
章
「
片
山
廣
子
の
短
歌
『
い
さ
ゝ
川
』
か
ら
『
心
の
花
』
へ 

初
期
歌
風
の
形
成
を
巡
っ
て
」
で

は
、
従
来
研
究
さ
れ
て
い
な
い
、『
い
さ
ゝ
川
』
掲
載
の
初
期
の
短
歌
作
品
に
焦
点
を
据
え
、
旧
派
の
歌

風
か
ら
近
代
の
歌
風
へ
の
移
行
の
過
程
を
考
察
し
た
。
多
様
な
題
材
と
表
現
が
混
在
し
て
い
る
が
、
後

に
『
翡
翠
』
の
歌
風
か
ら
『
野
に
住
み
て
』
へ
と
変
容
し
て
ゆ
く
、
平
易
な
詞
と
身
近
な
素
材
で
共
感

を
得
る
、
廣
子
の
「
わ
れ
」
の
歌
の
世
界
の
出
発
点
が
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
る
。『
翡
翠
』
の
感
性
や
知

性
の
観
念
性
が
読
者
に
と
っ
て
理
解
し
が
た
く
、「
わ
れ
」
を
詠
む
清
新
な
歌
集
と
し
て
読
ま
れ
な
か
っ

た
。
内
面
世
界
を
詠
ん
だ
、
『
あ
け
ぼ
の
』
『
玉
琴
』
の
初
期
の
歌
が
入
っ
て
い
れ
ば
、
評
価
が
変
わ
っ

て
い
た
と
言
え
る
。 

第
四
章
「
佐
佐
木
信
綱
と
片
山
廣
子 

廣
子
の
信
綱
宛
書
簡
と
『
心
の
花
』
歌
稿
を
巡
っ
て
」
で
は
、

二
人
の
師
弟
関
係
を
考
察
し
た
。
信
綱
の
業
績
を
残
す
鈴
鹿
市
佐
佐
木
信
綱
記
念
館
所
蔵
の
、
六
点
の

資
料
か
ら
、
信
綱
と
の
関
わ
り
の
中
で
廣
子
が
「
わ
れ
」
と
対
峙
し
、
清
新
な
歌
を
詠
ん
だ
歌
人
と
し

て
の
姿
勢
が
見
え
て
き
た
。
翻
弄
さ
れ
る
時
代
と
境
遇
で
は
あ
っ
た
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
特
色

で
あ
る
夢
想
の
物
語
世
界
や
虐
げ
ら
れ
た
人
々
の
思
い
を
翻
訳
し
た
先
駆
者
で
あ
っ
た
。「
歌
人
も
ひ
ろ

く
視
野
を
広
げ
ね
ば
」
と
考
え
る
信
綱
と
の
師
弟
関
係
が
廣
子
の
歌
も
夢
を
も
育
て
た
こ
と
が
分
か
る
。 

第
五
章
「
片
山
廣
子
の
短
歌
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学 

遠
き
わ
た
つ
み
を
夢
見
た
「
越
び
と
」
と
芥
川

龍
之
介
」
の
章
で
は
、
再
翻
訳
や
、
雑
誌
掲
載
の
新
た
な
翻
訳
の
発
見
が
あ
り
、
翻
訳
か
ら
短
歌
作
品

へ
の
反
映
を
考
察
し
た
。「
明
る
く
ワ
イ
ル
ド
な
文
芸
」
に
感
興
を
そ
そ
ら
れ
て
始
め
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

文
学
翻
訳
に
つ
い
て
、
原
文
や
再
翻
訳
、
他
者
の
翻
訳
と
の
対
比
か
ら
、
そ
の
変
化
の
過
程
が
確
認
で
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き
た
。
翻
訳
の
蓄
積
の
過
程
に
よ
り
、
口
語
の
リ
ズ
ム
と
生
き
生
き
と
し
た
平
易
な
表
現
を
身
に
付
け
、

人
間
味
豊
か
な
市
井
の
登
場
人
物
た
ち
と
出
会
っ
て
、
洞
察
力
を
深
め
た
。
短
歌
に
も
変
革
を
も
た
ら

し
、『
野
に
住
み
て
』
の
軽
や
か
で
深
み
の
あ
る
生
活
詠
へ
と
歌
風
は
変
化
す
る
。
翻
訳
の
中
断
は
、
新

た
な
翻
訳
の
発
見
が
あ
り
、
従
来
の
説
の
芥
川
の
死
の
直
後
で
は
な
く
、
昭
和
五
年
十
一
月
に
堀
辰
雄

が
芥
川
と
廣
子
と
娘
の
總
子
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
聖
家
族
」
が
発
表
さ
れ
て
以
降
で
あ
る
と
考
え
る
。 

こ
の
後
に
、「
資
料 

片
山
廣
子
（
松
村
み
ね
子
）
翻
訳
年
譜
」
を
記
載
し
た
。 

 

第
六
章
「
東
洋
英
和
女
学
院
へ
の
片
山
廣
子
寄
贈
本
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」
の
章
で
は
、
片
山
廣
子

寄
贈
本
百
十
四
冊
か
ら
、
廣
子
の
読
書
傾
向
と
教
養
や
交
流
の
経
過
を
考
察
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
本
の

著
者
毎
に
、
寄
贈
本
を
巡
っ
て
の
廣
子
の
文
学
的
意
識
の
有
様
と
深
ま
り
を
分
析
し
て
い
っ
た
。
寄
贈

本
の
中
で
、
廣
子
宛
に
献
じ
ら
れ
た
本
か
ら
は
、
芥
川
龍
之
介
、
堀
辰
雄
、
与
謝
野
晶
子
、
佐
佐
木
信

綱
ら
と
の
交
流
関
係
が
見
え
て
く
る
。
ま
た
、
寄
贈
本
か
ら
推
察
で
き
る
大
切
な
点
は
、
廣
子
の
読
書

姿
勢
で
あ
ろ
う
。
文
学
的
な
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
内
面
世
界
を
深
め
る
た
め
に
進
む
べ
き
方
向
を
模

索
す
る
読
書
姿
勢
が
見
え
て
き
た
。
日
本
の
古
典
か
ら
外
国
の
も
の
へ
、
好
み
の
も
の
か
ら
相
対
す
る

も
の
へ
、
幅
広
い
読
書
を
心
掛
け
る
。
ま
た
、
寄
贈
本
か
ら
、
表
現
面
で
は
初
期
か
ら
、
写
生
、
写
実

に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
個
性
を
尊
重
し
、「
広
く
、
深
く
、
お
の
が
じ
し
に
」
を
標

榜
す
る
『
心
の
花
』
の
歌
風
に
加
え
、
廣
子
は
、
良
寛
、
老
子
の
囚
わ
れ
な
い
精
神
世
界
に
心
惹
か
れ

て
い
る
。
群
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
曠
野
に
住
む
こ
と
に
憧
れ
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
ら
れ
る
自
然

体
を
貫
い
た
歌
人
と
言
え
る
。
良
寛
の
歌
の
特
徴
と
し
て
一
に
枕
詞
の
多
さ
、
二
に
三
句
切
れ
の
歌
の

多
さ
、
三
に
倒
置
法
の
多
用
、
四
と
五
は
、
接
続
助
詞
「
つ
つ
」
と
、
助
詞
「
の
」
の
多
用
に
よ
る
音

調
美
が
あ
る
が
、
廣
子
の
歌
に
も
同
じ
特
徴
が
見
ら
れ
た
。 

「
資
料
（
片
山
廣
子
氏
寄
贈
本
）
東
洋
英
和
女
学
院
史
料
室
だ
よ
り
№
６７
」
を
記
載
。 

付
論
「
村
岡
花
子
宛
片
山
廣
子
書
簡
（
東
洋
英
和
女
学
院
所
蔵
）
か
ら
の
考
察
」
を
加
え
た
。
付
論

の
新
資
料
か
ら
、
後
に
『
赤
毛
の
ア
ン
』
の
翻
訳
を
す
る
後
輩
の
村
岡
花
子
に
対
し
、
新
し
い
時
代
を

生
き
る
女
性
を
育
て
る
た
め
と
し
て
、
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

第
七
章
、
第
八
章
、
第
九
章
で
は
、
第
一
歌
集
『
翡
翠
』
と
第
二
歌
集
『
野
に
住
み
て
』
を
中
心
に
、

多
用
し
た
題
材
や
キ
ー
ワ
ー
ド
を
詠
み
込
む
も
の
に
分
け
て
短
歌
を
分
析
し
、
片
山
廣
子
短
歌
研
究
を

展
開
し
た
。
考
察
に
当
た
り
、
随
筆
、
書
簡
、
訳
書
あ
と
が
き
、
歌
集
評
、
そ
の
他
を
参
考
に
し
た
。 

第
七
章
「
片
山
廣
子
短
歌
研
究 

わ
れ
ー
生
く
る
我
と
ゆ
め
み
る
我
と
」
で
は
、
廣
子
の
生
涯
の
精
神

世
界
を
表
象
し
た
「
わ
れ
」
を
詠
む
短
歌
で
は
あ
る
が
、
夢
想
で
形
づ
く
る
世
界
か
ら
、
生
活
の
中
の

実
感
か
ら
生
ま
れ
る
表
現
へ
と
、
同
じ
題
材
で
あ
っ
て
も
歌
風
の
大
き
な
変
化
が
確
認
で
き
た
。 

 
 
 
 
 

 

第
八
章
「
片
山
廣
子
短
歌
研
究 

家
族
ー
花
の
ご
と
く
木
草
の
如
く
」
は
、
一
、
父
・
母 

二
、
夫 

三
、

子
の
順
で
採
り
上
げ
、
家
族
詠
に
廣
子
の
人
格
的
な
成
長
が
見
ら
れ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
翻
訳

を
通
し
て
人
へ
の
洞
察
力
が
深
く
鍛
え
ら
れ
、
題
材
の
捉
え
方
や
表
現
に
変
化
が
生
ま
れ
た
と
言
え
る
。 

第
九
章
「
片
山
廣
子
短
歌
研
究 

死
生
観
ー
お
も
ひ
の
ま
ま
に
生
き
て
死
な
ば
や
」
で
考
察
し
た
歌
は
、

廣
子
の
中
の
死
生
観
や
、
戦
争
へ
の
批
判
精
神
や
価
値
観
な
ど
、
二
歌
集
を
通
し
て
揺
ら
が
な
い
芯
に

な
る
も
の
が
あ
り
、
大
き
く
は
変
化
を
し
て
い
な
い
。
生
涯
を
通
し
て
「
お
も
い
の
ま
ま
に
生
き
て
死

な
ば
や
」
の
「
わ
れ
」
を
、
心
中
大
切
に
し
て
詠
む
こ
と
が
で
き
た
モ
チ
ー
フ
だ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
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し
て
、
自
分
の
表
現
を
模
索
し
続
け
、「
よ
き
歌
の
一
つ
を
欲
し
く
」
と
、
最
後
ま
で
願
い
続
け
て
い
た
。 

第
十
章
「
芥
川
龍
之
介
・
片
山
廣
子
短
歌
の
創
作
と
交
流
」
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
研
究
の

少
な
い
芥
川
龍
之
介
の
短
歌
に
つ
い
て
考
察
を
し
た
。
芥
川
研
究
と
し
て
も
意
義
が
あ
り
、
短
歌
史
の

中
で
の
片
山
廣
子
短
歌
の
独
自
性
を
究
明
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
芥
川
の
短

歌
は
、
浪
漫
の
域
を
出
な
い
間
は
独
自
性
が
感
じ
ら
れ
ず
、
模
倣
に
思
え
る
。
し
か
し
、
生
活
を
詠
ん

だ
も
の
や
、
正
反
対
に
象
徴
的
な
も
の
に
は
、
写
生
・
写
実
の
具
体
の
説
得
力
に
並
ぶ
も
の
を
感
じ
ら

れ
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
芥
川
龍
之
介
が
厳
し
い
作
家
活
動
の
中
で
、
模
倣
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
短
歌

を
詠
み
続
け
た
の
は
な
ぜ
だ
っ
た
の
か
。
①
心
の
吐
露
や
癒
や
し
の
役
目 

②
心
と
言
葉
を
盛
る
器
と

し
て
、
抒
情
性
の
涵
養
と
言
語
表
現
の
修
練 

③
形
式
と
韻
律
の
追
究 

④
純
粋
な
短
編
小
説
へ
の
模

索
。
以
上
の
四
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
短
歌
が
小
説
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
は
言
え
な
い
が
、
折
々

に
芥
川
龍
之
介
の
文
学
活
動
に
深
く
関
与
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
芥
川
が
短
歌
・
歌
論
を
通

し
て
、
大
正
歌
壇
に
向
き
合
っ
た
こ
と
は
、
小
説
家
と
し
て
鍛
錬
の
場
と
な
っ
た
。
芥
川
は
、
優
れ
た

歌
人
た
ち
と
出
会
い
、
批
評
に
も
筆
を
執
り
、
感
性
と
言
語
表
現
の
感
覚
を
磨
く
こ
と
で
小
説
に
活
か

す
。
で
は
、
短
歌
と
小
説
と
の
関
わ
り
は
ど
う
な
の
か
。
芥
川
の
作
品
の
魅
力
に
、
抒
情
性
が
あ
る
。

短
歌
は
、
心
の
吐
露
や
癒
や
し
の
役
目
を
果
た
し
た
と
共
に
、
抒
情
性
の
涵
養
と
言
語
表
現
の
修
練
と

な
り
、
短
歌
と
小
説
を
繋
い
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
、
強
く
惹
か
れ
あ
っ
た
芥
川
と
の
交
流
が
、
廣
子
の
短
歌
に
与
え
た
影
響
を
考
え
た
。
芥
川
龍

之
介
と
片
山
廣
子
は
、
小
説
家
と
翻
訳
家
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
し
、「
う
た
の
道
」
を
歩
む
。
互
い

に
短
歌
を
詠
み
、
芥
川
の
「
越
び
と
」
と
廣
子
の
「
日
中
」
は
相
聞
歌
で
あ
ろ
う
。
大
正
歌
壇
に
お
い

て
の
、
古
典
の
香
り
高
い
創
作
と
交
流
で
あ
り
、
芥
川
が
「
詩
的
精
神
」
と
言
っ
た
芸
術
的
な
純
粋
さ

を
追
究
し
た
時
、
廣
子
と
重
な
っ
た
の
が
、「
う
た
の
道
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

こ
の
後
に
、「
資
料 

片
山
廣
子
（
松
村
み
ね
子
）
略
年
譜
」
を
記
載
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

佐
佐
木
信
綱
の
指
導
を
受
け
る
廣
子
は
、
写
生
詠
を
は
じ
め
多
様
な
歌
風
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
、
第
六
章
で
考
察
を
し
た
東
洋
英
和
女
学
院
へ
寄
贈
さ
れ
た
蔵
書
か
ら
分
か
っ
た
。
廣
子
の
歌
風

が
思
索
的
な
心
象
詠
か
ら
、
晩
年
の
自
然
体
を
感
じ
さ
せ
る
生
活
詠
へ
と
変
化
し
て
ゆ
く
上
で
、「
お
の

が
じ
し
に
」
の
信
綱
の
考
え
や
こ
れ
ら
の
蔵
書
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。 

短
歌
・
翻
訳
に
時
代
の
先
駆
者
と
し
て
駆
け
抜
け
、
長
い
空
白
の
時
を
経
て
、
晩
年
、
再
び
の
情
熱

を
も
っ
て
仕
事
に
打
ち
込
ん
だ
片
山
廣
子
。
考
察
を
深
め
る
ご
と
に
、
文
学
的
伴
侶
と
し
て
惹
か
れ
合

い
、
ま
た
、
そ
の
翻
訳
や
作
歌
に
お
い
て
常
に
芥
川
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
、
書
簡
や
短
歌
か
ら
認

め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
片
山
廣
子
の
第
一
歌
集
『
翡
翠
』（
大
正
五
年
）
に
お
い
て
も
言
え
る
。
芥

川
は
『
翡
翠
』
の
歌
集
評
を
第
四
次
「
新
思
潮
」
に
寄
せ
て
、
廣
子
の
浪
漫
的
な
〈
曼
殊
沙
華
肩
に
か

つ
ぎ
て
白
狐
た
ち
黄
な
る
夕
日
に
さ
さ
め
き
を
ど
る
〉
の
歌
を
「
其
過
去
を
代
表
す
る
も
の
」
と
し
、

写
実
的
な
〈
日
の
光
る
木
の
間
に
や
す
む
小
雀
ら
木
の
葉
う
ご
け
ば
尾
を
振
り
て
ゐ
ぬ
〉
等
の
歌
を
優

れ
て
い
る
と
評
価
し
て
、
廣
子
の
歌
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
す
。
芥
川
の
指
摘
ど
お
り
に
、
廣
子
の
第

二
歌
集
『
野
に
住
み
て
』（
昭
和
二
十
九
年
）
の
歌
は
、
写
実
や
象
徴
性
を
含
ん
だ
平
明
な
生
活
詠
に
変

化
し
て
ゆ
く
。 
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「
芥
川
龍
之
介
の
最
後
の
恋
人
」「
越
び
と
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
、
片
山
廣
子
に
と
っ
て
は
矜
持
で

あ
り
激
し
い
悔
恨
で
も
あ
っ
た
。
芥
川
や
早
世
し
た
息
子
や
、
今
は
亡
き
大
切
な
人
々
の
た
め
に
、
ま

た
、
文
化
に
渇
望
し
た
戦
後
の
時
代
の
人
々
の
た
め
に
翻
訳
を
再
開
し
、
軽
や
か
で
深
み
の
あ
る
新
境

地
の
歌
を
詠
む
。
そ
し
て
、
歌
集
『
野
に
住
み
て
』
と
随
筆
集
『
燈
火
節
』
を
最
晩
年
に
世
に
出
し
、

『
燈
火
節
』
は
昭
和
三
十
年
に
第
三
回
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。 

本
論
文
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
検
証
を
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
短
歌
史
に
於
け
る
片
山
廣
子
短
歌
の

位
置
付
け
を
考
察
し
、「
わ
れ
」
を
詠
む
片
山
廣
子
短
歌
の
独
自
性
の
究
明
を
目
的
と
し
て
、
廣
子
短
歌

の
全
貌
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
代
的
な
自
我
を
持
ち
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
翻
訳
家

「
松
村
み
ね
子
」
と
し
て
活
躍
し
、
時
代
と
境
遇
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
短
歌
を
詠
み
続
け
た
。
新
派

の
発
生
か
ら
戦
後
短
歌
に
至
る
歌
壇
の
潮
流
の
中
で
、
写
生
詠
や
口
語
自
由
律
短
歌
等
も
自
在
に
取
り

入
れ
な
が
ら
、
一
貫
し
て
深
い
精
神
性
を
湛
え
た
「
わ
れ
」
を
詠
む
短
歌
の
独
自
性
を
確
立
し
、
更
に

時
を
重
ね
て
、「
わ
れ
」
の
歌
の
厚
み
を
増
し
て
い
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

 


